
 景 況 調 査 報 告 書 

 

徳島県商工会議所連合会の景況調査結果について、次のとおり報告します。 

 

１．調 査 時 点          令和３年６月３０日 

２．調査対象時期    令和３年度 第１四半期 

３．調査対象数及び回収状況 

 

           

                項目
   地域

徳  島 130 99 76.2%

鳴  門 55 48 87.3%

小松島 30 30 100.0%

吉野川 30 27 90.0%

阿波池田 25 20 80.0%

阿  南 36 36 100.0%

合計 306 260 85.0%

調査対象数（社） 回収数（社） 回収率

 

 

業 種 調査対象数（社） 回収数（社） 

建設業 35 30 

製造業 69 57 

卸売業 47 38 

小売業 91 72 

サービス業 64 63 

 

４．概   況 

 今期の県内景況は前年同期と比較して、売上、売上単価、売上数量、受注、収益はいずれも悪化となって

おり、需要の停滞、仕入単価の上昇、売上数量の減少等により、全体的に悪化が続いている。 

 

①売上の動向 

 売上については、前期ＤＩ値と比べ２１．３ポイント改善しており、前年同期の比較では、家具・装備品

製造業、機械・金属製品製造業、建築材料、鉱物・金属材料卸売業、機械器具卸売業、自動車小売業、宿泊

業で増加、繊維・衣服等卸売業で横ばいとなり、その他の業種では減少となっている。 

 

②売上単価の動向 

売上単価については、飲食料品卸売業、機械器具卸売業、自動車小売業で増加、機械・金属製品製造業、

繊維・衣服等卸売業、建築材料、鉱物・金属材料卸売業で横ばいとなり、その他の業種では減少となってい

る。 

 

③売上数量の動向 

売上数量については、家具・装備品製造業、機械・金属製品製造業、建築材料、鉱物・金属材料卸売業、

機械器具卸売業、機械器具小売業、自動車小売業、宿泊業で増加、繊維・衣服等卸売業で横ばいとなり、そ

の他の業種では減少となっている。 

※来期の売上 

来期の売上については、木材・木製品製造業、家具・装備品製造業、飲食料品小売業、宿泊業、飲食店、

運輸業で増加、職別・設備工事業、自動車小売業、コンビニエンスストアで横ばい、その他の業種では減少

を見込んでおり、全体における来期売上高予想のＤＩ値は△９．６ポイントとなっている。 

 

④受注の動向 

 受注（製造業、建設業のみ）については、機械・金属製品製造業で増加となったほかは、全ての業種で減

少となっている。来期の受注については、木材・木製品製造業、家具・装備品製造業で増加、その他の業種

で減少を見込んでいる。 
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⑤収益の動向 

 収益については前期ＤＩ値と比べ１６．５ポイント改善しており、家具・装備品製造業、建築材料、鉱物・

金属材料卸売業、機械器具卸売業、自動車小売業、宿泊業で増益、機械・金属製品製造業、繊維・衣服等卸

売業で横ばいとなったほかは、減益となっている。 

来期の収益については、木材・木製品製造業、コンビニエンスストア、飲食店で増益、家具・装備品製造

業、宿泊業で横ばいを予想しているものの、その他の業種では減益を見込んでおり、収益予想のＤＩ値は 

△２１．３となっている。 

 

⑥設備投資の動向 

 設備投資については１７．５％の企業が実施しており、情報関連サービス業が５０．０％、機械器具卸売

業が４２．９％、総合工事業が３７．５％の順に多かった。 

 内容については、情報通信機器が２８．２％、機械が２２．５％、車両運搬具が１６．９％の順となって

いる。投資額は、１００万円以上５００万円未満が３４．１％、５０万円未満が２５．０％、１０００万円

以上が２０．５％、５０万円以上１００万円未満が１１．４％、５００万円以上１０００万円未満が９．１％

の順となった。 

 

⑦資金繰りの動向 

 資金繰りについては、職別・設備工事業、建築材料、鉱物・金属材料卸売業、機械器具卸売業で好転、家

具・装備品製造業、繊維・衣服等卸売業、自動車小売業で横ばいとなったほかは、悪化となっている。 

来期の資金繰りについては、繊維・衣服等卸売業で好転、建築材料、鉱物・金属材料卸売業で横ばいとな

るほかは、悪化を予想している。 

 

⑧雇用の動向 

 雇用人員については、職別・設備工事業、食料品製造業、機械器具卸売業、飲食料品小売業、自動車小売

業、飲食店、情報関連サービス業で増員、木材・木製品製造業、家具・装備品製造業、機械・金属製品製造

業、機械器具小売業で横ばいとなり、その他の業種では減員となっている。  

 来期の雇用人員については、飲食店、情報関連サービス業で増員、職別・設備工事業、食料品製造業、家

具・装備品製造業、機械・金属製品製造業、繊維・衣服等卸売業、建築材料、鉱物・金属材料卸売業、機械

器具卸売業、織物・衣服・身の回り品小売業、飲食料品小売業、機械器具小売業、自動車小売業、運輸業で

横ばいとなるほかは、減員を予想している。 

 

⑨前期における今期の業績見通しとの比較 

 前期における今期の業績見通しとの比較については、建築材料、鉱物・金属材料卸売業、機械器具卸売業

で見通しより良く、繊維・衣服等卸売業で見通し通りだった以外は、見通しより悪かったとしている。 

 

⑩業況見通し 

 来期の業況見通しについては、宿泊業で好転、家具・装備品製造業で横ばいとなる以外は、全ての業種で

悪化を予想している。 

 地域別では、徳島、鳴門、小松島、吉野川、阿波池田、阿南の全ての地域で悪化となった。  

 自由回答では、ワクチンの早期接種が望まれる（運輸業）、世界的な木材需要の高まりによる輸入木材の高

騰(ウッドショック)の影響が出ており、早く脱してほしい（木材・木製品製造業）等の声が聞かれた。 

 また、事業継続計画（BCP）について尋ねたところ、回答のあった 260 社のうち、「知っている」が 116

社、「知らない」が 115 社であった。（注：無記入を除く全産業合計。）事業継続計画（BCP）の策定状況に

ついては、「策定していない」が 162 社と最も多く、次いで「策定中・見直し中である」が 42 社、「すでに

策定済みである」が 24社であった。（注：無記入を除く全産業合計。） 

 続いて、上記設問で「策定していない」と回答した 162社にその理由について尋ねたところ、190件回答

があり、そのうち「家族経営など企業規模が小さく、柔軟に対応できるため」が 81 件と最も多く、次いで

「策定したいが、必要なノウハウ・スキル、人的余裕がないため」が 53件、「損害保険（火災、地震等）に

加入しているため」が 32件、「法令で特に義務付けられていないため」が 18件、「その他」が 6件であった。

（注：無記入を除く全産業合計。また、当該設問については複数回答可。）さらに、事業継続計画（BCP）

に対する今後の対応について尋ねたところ、回答のあった 162社のうち「何らかの支援があれば策定するつ

もりである」が 87社と最も多く、次いで「策定するつもりはない」が 68社、「策定するつもりである」が 4

社であった。（注：無記入を除く全産業合計。） 
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①売上の動向（前期実績・今期実績は前年同期との比較、来期予想は今期との比較） 

 増加（%） 変わらない（%） 減少（%） ＤＩ値 

前期（１～３月期）実績 １６．１ ３１．５ ５２．４ △３６．３ 

今期（４～６月期）実績 ２４．２ ３６．５ ３９．２ △１５．０ 

来期（７～９月期）予想 １９．２ ５１．９ ２８．８ △９．６ 

 

②売上単価の動向（前期実績・今期実績は前年同期との比較） 

 増加（%） 変わらない（%） 減少（%） ＤＩ値 

前期（１～３月期）実績 ９．３ ６２．１ ２８．６ △１９．４ 

今期（４～６月期）実績 １１．５ ６３．５ ２５．０ △１３．５ 

 

③売上数量の動向（前期実績・今期実績は前年同期との比較） 

 増加（%） 変わらない（%） 減少（%） ＤＩ値 

前期（１～３月期）実績 １４．５ ３３．５ ５２．０ △３７．５ 

今期（４～６月期）実績 ２１．７ ４０．７ ３７．６ △１５．９ 

  

④受注の動向（建設業、製造業のみ） 

（前期実績・今期実績は前年同期との比較、来期予想は今期との比較） 

 増加（%） 変わらない（%） 減少（%） ＤＩ値 

前期（１～３月期）実績 １８．３ ３４．４ ４７．３ △２９．０ 

今期（４～６月期）実績 ２１．３ ４７．２ ３１．５ △１０．１ 

来期（７～９月期）予想 １９．８ ５２．７ ２７．５ △７．７ 

 

⑤収益の動向（前期実績・今期実績は前年同期との比較、来期予想は今期との比較） 

 好転（%） 変わらない（%） 悪化（%） ＤＩ値 

前期（１～３月期）実績 １４．１ ３８．３ ４７．６ △３３．５ 

今期（４～６月期）実績 １７．４ ４８．３ ３４．４ △１７．０ 

来期（７～９月期）予想 １０．９ ５７．０ ３２．２ △２１．３ 

 

⑥在庫の動向（前期実績・今期実績は前年同期との比較） 

 不足（%） 適正（%） 過大（%） 該当なし（％） 

前期（１～３月期）実績 ４．４ ６８．１ ２０．６ ６．９ 

今期（４～６月期）実績 ７．５ ６５．２ １９．９ ７．５ 

 

⑦設備投資の動向 

（１） 実施状況 

 実施した（%） 実施していない（％） 

前期（１～３月期）実績 ２１．５ ７８．５ 

今期（４～６月期）実績 １７．５ ８２．５ 

来期（７～９月期）予想 １４．８ ８５．２ 

 

3



 

 （２）実施内容（今期実施企業中） 

 （３）実施金額の内訳（今期実施企業中） 

 

 

⑧資金繰りの動向（前期実績・今期実績は前年同期との比較、来期予想は今期との比較） 

 好転（%） 変わらない（%） 悪化（%） ＤＩ値 

前期（１～３月期）実績 ８．５ ６７．７ ２３．８ △１５．３ 

今期（４～６月期）実績 ７．３ ７４．６ １８．１ △１０．８ 

来期（７～９月期）予想 ２．３ ７８．１ １９．６ △１７．３ 

 

⑨雇用の動向（前期実績・今期実績は前年同期との比較、来期予想は今期との比較） 

 増員（%） 変わらない（%） 減員（%） ＤＩ値 

前期（１～３月期）実績 ５．７ ７９．８ １４．６ △８．９ 

今期（４～６月期）実績 ９．３ ８０．７ １０．０ △０．８ 

来期（７～９月期）予想 ２．３ ９３．４ ４．２ △１．９ 

 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

前期 今期 来期

前期 5.4 12.2 20.3 28.4 6.8 14.9 4.1 8.1 

今期 1.4 11.3 16.9 28.2 11.3 22.5 1.4 7.0 

来期 1.7 8.5 22.0 16.9 13.6 30.5 1.7 5.1 

土地 建物 車両・運搬具 情報通信機器 事務機器 機械 福利厚生施設 その他

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

前期 今期

前期 23.6 12.7 23.6 16.4 23.6 

今期 20.5 9.1 34.1 11.4 25.0 

1000万円以上 500万円以上1000万円未満 100万円以上500万円未満 50万円以上100万円未満 50万円未満

(%) 

(%) 
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⑩経営上の問題点（複数回答：３つまで） 

 

 

⑪前期における今期の業績見通しとの比較 

 良い（%） 変わらない（%） 悪い（%） ＤＩ値 

前期（１～３月期）実績 １０．１ ５７．１ ３２．８ △２２．７ 

今期（４～６月期）実績 ８．８ ６０．０ ３１．２ △２２．３ 

 

⑫業況見通し 

 好転（%） 変わらない（%） 悪化（%） ＤＩ値 

前期（１～３月期）実績 ７．７ ５３．４ ３８．９ △３１．２ 

今期（４～６月期）実績 １０．０ ５８．３ ３１．７ △２１．６ 

 

　 　
　 　

0.0
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前期 今期

前期 24.4 7.8 1.3 5.6 18.4 3.0 4.6 2.2 4.1 1.1 8.4 4.0 1.3 2.7 2.4 0.0 5.9 0.2 1.6 1.1 

今期 22.3 11.0 0.8 7.1 14.0 3.3 3.3 2.6 6.2 1.1 7.8 3.8 0.9 2.0 3.2 0.3 6.6 0.9 2.1 1.1 
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■業種別の動向 

Ⅰ．建設業 

※（ ）内は前期値 

 前年同期に比べ、売上は４６．７％（４４．４％）の企業が減少とし、ＤＩ△３６．７（△２９．６） 

ポイント、受注は２７．６％（４８．１％）の企業が減少とし、ＤＩ△１０．３（△３７．０）ポイント、

収益は３３．３％（３３．３％）の企業が減少とし、ＤＩ△３０．０（△２２．２）ポイントとなっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△１３．３（△１４．８）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、仕入単価の上昇が２０．８％、需要の停滞が１９．４％、人材の確保難が１６．７％

の順に多かった。 

  来期、売上、受注、収益はいずれも減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△２０．０ 

（△３３．３）ポイントとなっている。 

Ⅰ－１総合工事業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ△１８．８（△５０．０）ポイント、受注はＤＩ△６．３（△４２．９） 

ポイント、収益はＤＩ△２５．０（△３５．７）ポイントとなっている。 

 前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△１８．８（△２８．６）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

 経営上の問題点は、仕入単価の上昇が２４．３％、人材の確保難が２１．６％、需要の停滞が１８．９％

の順に多かった。 

 来期、売上、受注、収益はいずれも減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△３１．３ 

（△５０．０）ポイントとなっている。 

Ⅰ－２職別・設備工事業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ△５７．１（△７．７）ポイント、受注はＤＩ△１５．４（△３０．８） 

ポイント、収益はＤＩ△３５．７（△７．７）ポイントとなっている。 

 前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△７．１（０．０）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

 経営上の問題点は、需要の停滞が２０．０％、仕入単価の上昇が１７．１％、人材の確保難が１１．４％

の順に多かった。 

  来期、売上は横ばい、受注、収益はいずれも減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは 

△７．１（△１５．４）ポイントとなっている。
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Ⅱ．製造業 

      

 前年同期に比べ、売上は４０．４％（４７．５％）の企業が減少とし、ＤＩ△１５．８（△２７．９） 

ポイント、受注は３７．０％（４７．５％）の企業が減少とし、ＤＩ△１４．８（△２７．１）ポイント、 

収益は３１．６％（４５．９％）の企業が減少とし、ＤＩ△１４．０（△２６．２）ポイントとなっている。 

 前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△３１．６（△１１．７）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

 経営上の問題点は、需要の停滞が２３．１％、仕入単価の上昇が１７．０％、売上数量の減少が１５．６％

の順に多かった。 

 来期、売上、受注、収益はいずれも減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△２５．０ 

（△４１．７）ポイントとなっている。 

Ⅱ－１食料品製造業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ△２１．４（△４０．０）ポイント、受注はＤＩ△１８．２（△２８．６） 

ポイント、収益はＤＩ△２８．６（△４６．７）ポイントとなっている。 

 前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△２８．６（△２６．７）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、需要の停滞、仕入単価の上昇がいずれも１８．９％、売上数量の減少が１３．５％、 

売上単価の減少、人件費の増加、設備の狭小・老朽化がともに８．１％の順に多かった。 

 来期、売上、受注、収益はいずれも減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△１４．３ 

（△４６．７）ポイントとなっている。 

Ⅱ－２繊維工業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ△６６．７（３３．３）ポイント、受注はＤＩ△６６．７（３３．３） 

ポイント、収益はＤＩ△５０．０（１６．７）ポイントとなっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△６６．７（０．０）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、売上数量の減少が３１．３％、需要の停滞が２５．０％、売上単価の低下、設備の狭小・

老朽化がともに１２．５％の順に多かった。 

 来期、売上、受注、収益はいずれも減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△８０．０ 

（△１００．０）ポイントとなっている。 
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Ⅱ－３木材・木製品製造業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ△５０．０（△８８．９）ポイント、受注はＤＩ△３０．０（△８８．９） 

ポイント、収益はＤＩ△４０．０（△６６．７）ポイントとなっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△５０．０（△２２．２）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、需要の停滞、仕入単価の上昇がともに２９．６％、売上数量の減少が１４．８％、 

設備の狭小・老朽化、その他が７．４％の順に多かった。 

  来期、売上、受注、収益はいずれも増加・増益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△１０．０ 

（△２２．２）ポイントとなっている。 

Ⅱ－４家具・装備品製造業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ １２．５（△５０．０）ポイント、受注はＤＩ△２５．０（△７７．８） 

ポイント、収益はＤＩ １２．５（△５０．０）ポイントとなっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△５０．０（△２２．２）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、需要の停滞が３３．３％、仕入単価の上昇、売上数量の減少がともに１４．３％、 

人材の確保難、同業者間の競激化が９．５％の順に多かった。 

  来期、売上、受注はともに増加、収益は横ばいになるとしており、来期の業況予想のＤＩは ０．０ 

（△３３．３）ポイントとなっている。 

Ⅱ－５機械・金属製品製造業 

  前年同期に比べ、売上はＤＩ １２．５（１０．０）ポイント、受注はＤＩ ２５．０（３３．３） 

ポイント、収益はＤＩ ０．０（１０．０）ポイントとなっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△１２．５（△１０．０）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、仕入単価の上昇、売上数量の減少、設備の狭小・老朽化が１６．７％、需要の停滞、 

売上単価の低下、人材の確保難が１１．１％、人件費の増加、資金調達難、流通形態の変化（インターネット

販売含む）が５．６％の順に多かった。 

 来期、売上、受注、収益はいずれも減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△５０．０ 

（△５０．０）ポイントとなっている。 
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Ⅲ．卸売業 

       

  

前年同期に比べ、売上は３４．２％（４８．５％）の企業が減少とし、ＤＩ△５．３（△３３．３） 

ポイント、収益は２１．１％（３６．４％）の企業が減少とし、ＤＩ ０．０（△２４．２）ポイントとな

っている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△５．３（△１８．８）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、需要の停滞が２０．２％、売上数量の減少が１７．０％、仕入単価の上昇が１２．８％

の順に多かった。 

 来期、売上、収益はともに減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△３４．２ 

（△１８．２）ポイントとなっている。 

Ⅲ－1繊維・衣服等卸売業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ ０．０（０．０）ポイント、収益はＤＩ ０．０（２５．０）ポイントと

なっている。 

 前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ ０．０（△２５．０）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、需要の停滞が２５．０％、売上数量の減少、設備の狭小・老朽化がともに１６．７％、

人件費以外の経費増加、ニーズ変化への対応、人材の確保難、同業者間の競争激化、流通形態の変化（イン

ターネット販売含む）がいずれも８．３％であった。 

  来期、売上、収益はともに減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△２５．０（０．０）

ポイントとなっている。 

Ⅲ－2飲食料品卸売業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ△２７．３（△７５．０）ポイント、収益はＤＩ△１８．２（△６２．５）

ポイントとなっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△２７．３（△６２．５）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、需要の停滞、売上数量の減少がともに２１．４％、人材の確保難が１０．７％、 

仕入単価の上昇、売上単価の低下、大型店の参入、設備の狭小・老朽化がいずれも７．１％の順に多かった。 

 来期、売上、収益はともに減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△３６．４ 

（△１２．５）ポイントとなっている。 
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Ⅲ－3建築材料、鉱物・金属材料卸売業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ ２２．２（△２５．０）ポイント、収益はＤＩ １１．１（△２５．０） 

ポイントとなっている。 

 前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ １１．１（△１２．５）ポイントとなり 

見通しより良かったとなっている。 

  経営上の問題点は、需要の停滞、仕入単価の上昇、売上数量の減少がともに１９．０％、同業者間の競争

激化が１４．３％、ニーズ変化への対応が９．５％の順に多かった。 

 来期、売上、収益はともに減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△４４．４ 

（△３７．５）ポイントとなっている。 

Ⅲ－4機械器具卸売業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ ２８．６（△２５．０）ポイント、収益はＤＩ ２８．６（△１２．５） 

ポイントとなっている。 

 前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ ２８．６（△３７．５）ポイントとなり 

見通しより良かったとなっている。 

 経営上の問題点は、仕入単価の上昇が２６．７％、需要の停滞が２０．０％、人材の確保難、流通形態の

変化（インターネット販売含む）が１３．３％の順に多かった。 

 来期、売上、収益はともに減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△４２．９ 

（△１２．５）ポイントとなっている。 
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Ⅳ．小売業 

    

 前年同期に比べ、売上は３７．５％（４５．１％）の企業が減少とし、ＤＩ△１２．５（△２３．９） 

ポイント、収益は３７．５％（４３．７％）の企業が減少とし、ＤＩ△２０．８（△２５．４）ポイントと

なっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△１９．４（△１１．３）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、需要の停滞が２０．６％、売上数量の減少が１５．５％、売上単価の低下が９．８％

の順に多かった。 

 来期、売上、収益はともに減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△２２．２ 

（△３８．０）ポイントとなっている。 

Ⅳ－１織物・衣服・身の回り品小売業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ△１７．４（△４５．８）ポイント、収益はＤＩ△１７．４（△５０．０）

ポイントとなっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△１７．４（△２９．２）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、需要の停滞が２１．５％、売上数量の減少が１６．９％、顧客の域外への流出（イン

ターネット販売への流出含む）が１２．３％の順に多かった。 

 来期、売上、収益はともに減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△３４．８ 

（△４１．７）ポイントとなっている。 

Ⅳ－２飲食料品小売業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ△２３．５（△６６．７）ポイント、収益はＤＩ△２９．４（△４６．７） 

ポイントとなっている。 

 前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△１１．８（０．０）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、需要の停滞、売上数量の減少が１８．２％、売上単価の低下が１１．４％、仕入単価

の上昇、人件費以外の経費増加がともに９．１％の順に多かった。 

 来期、売上は増加、収益は減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△１７．６（△３３．３） 

ポイントとなっている。 
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Ⅳ－３機械器具小売業 

前年同期に比べ、売上はＤＩ△２０．０（△２０．０）ポイント、収益はＤＩ△３０．０（△３０．０）

ポイントとなっている。 

前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△４０．０（△３０．０）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

経営上の問題点は、需要の停滞が２４．１％、売上単価の低下が２０．７％、売上数量の減少が１７．２％

の順に多かった。 

 来期、売上、収益はともに減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△４０．０ 

（△４０．０）ポイントとなっている。 

Ⅳ－４自動車小売業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ ７１．４（５７．１）ポイント、収益はＤＩ ５７．１（４２．９） 

ポイントとなっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△１４．３（０．０）ポイントとなり 

見通し通りより悪かったとなっている。 

経営上の問題点は、需要の停滞、人材の確保難がともに２３．５％、売上数量の減少、ニーズ変化への対

応、流通形態の変化（インターネット販売を含む）がいずれも１１．８％、仕入単価の上昇、人件費の増加、

同業者間の競争激化がともに５．９％の順に多かった。 

 来期、売上は横ばい、収益は減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△１４．３（△５７．１）

ポイントとなっている。 

Ⅳ－5コンビニエンスストア 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ△５０．０（２０．０）ポイント、収益はＤＩ△２５．０（△２０．０） 

ポイントとなっている。 

前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△２５．０（２０．０）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

経営上の問題点は、需要の停滞、売上単価の低下、人材の確保難がともに２０．０％、売上数量の減少、

同業者間の競争激化、流通形態の変化（インターネット販売含む）、設備の狭小・老朽化がいずれも１０．０％

の順に多かった。 

 来期、売上は横ばい、収益は増益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△５０．０（△２０．０）

ポイントとなっている。 
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Ⅴ．サービス業その他 

 前年同期に比べ、売上は３９．７％（７３．２％）の企業が減少とし、ＤＩ△１２．７（△６６．１） 

ポイント、収益は４１．９％（６７．９％）の企業が減少とし、ＤＩ△１９．４（△６２．５）ポイントと

なっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△３１．７（△４８．２）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、需要の停滞が２５．９％、売上数量の減少が１３．３％、ニーズ変化への対応が 

１０．８％の順に多かった。 

 来期、売上、収益はともに減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△１１．１ 

（△１７．９）ポイントとなっている。 

Ⅴ－１宿泊業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ ２３．１（△９１．７）ポイント、収益はＤＩ ７．７（△９１．７） 

ポイントとなっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△６９．２（△６６．７）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、需要の停滞、ニーズ変化への対応が１８．８％、設備の狭小・老朽化が１５．６％、 

売上数量の減少、その他が１２．５％の順に多かった。 

 来期、売上は増加、収益は横ばいになるとしており、来期の業況予想のＤＩは ７．７（１６．７） 

ポイントとなっている。 

Ⅴ－2飲食店 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ△３０．８（△６６．７）ポイント、収益はＤＩ△３８．５（△６６．７） 

ポイントとなっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△３８．５（△５０．０）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

 経営上の問題点は、需要の停滞が２５．０％、売上数量の減少が１５．６％、設備の狭小・老朽化が 

１２．５％の順に多かった。 

 来期、売上、収益はともに増加・増益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△７．７（△３３．３）

ポイントとなっている。 
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Ⅴ－3運輸業 

 前年同期に比べ、売上はＤＩ△１８．８（△７１．４）ポイント、収益はＤＩ△２６．７（△６４．３） 

ポイントとなっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△３１．３（△５０．０）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、需要の停滞が２８．６％、売上数量の減少が１６．７％、人材の確保難が１４．３％

の順に多かった。 

 来期、売上は増加、収益は減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△１２．５（△２１．４） 

ポイントとなっている。 

Ⅴ－4情報関連サービス業 

  前年同期に比べ、売上はＤＩ△１２．５（△２８．６）ポイント、収益はＤＩ△１２．５（△４２．９） 

ポイントとなっている。 

  前期における今期の業績見通しと比べた今期の実績は、ＤＩ△１２．５（△２８．６）ポイントとなり 

見通しより悪かったとなっている。 

  経営上の問題点は、ニーズ変化への対応が２５．０％、需要の停滞が２０．０％、売上単価の低下、 

売上数量の減少がともに１５．０％の順に多かった。 

 来期、売上、収益ともに減少・減益になるとしており、来期の業況予想のＤＩは△１２．５（△１４．３）

ポイントとなっている。 

14



■．地域別の動向 

①売上の動向 

 

【前期の実績(前年同期比）】

2.8

0.0

17.4

24.1

6.1

27.5

30.6

60.0

30.4

44.8

32.7

20.9

66.7

40.0

52.2

31.0

61.2

51.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

阿南(△63.9）

阿波池田（△40.0）

吉野川（△34.8）

小松島（△6.9）

鳴門（△55.1）

徳島（△24.2）

増加 変わらない 減少

【今期の実績(前年同期比）】

16.7

15.0

3.7

23.3

20.8

36.4

44.4

35.0

33.3

53.3

33.3

31.3

38.9

50.0

63.0

23.3

45.8

32.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

阿南（△22.2）

阿波池田（△35.0）

吉野川（△59.3）

小松島（0.0）

鳴門（△25.0）

徳島（4.0）

増加 変わらない 減少

【来期の実績予想(今期比）】

13.9

10.0

18.5

16.7

12.5

27.3

69.4

65.0

40.7

46.7

47.9

49.5

16.7

25.0

40.7

36.7

39.6

23.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

阿南(△2.8）

阿波池田（△15.0）

吉野川（△22.2）

小松島(△20.0)

鳴門（△27.1)

徳島（4.0）

増加 変わらない 減少
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②売上単価の動向 

 

 

【前期の実績(前年同期比）】

2.8

5.0

13.0

3.4

2.0

17.6

75.0

70.0

43.5

79.3

51.0

60.4

22.2

25.0

43.5

17.2

46.9

22.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿南（△19.4)

阿波池田（△20.0）

吉野川(△30.4)

小松島（△13.8）

鳴門（△44.9）

徳島（△4.4）

増加 変わらない 減少

【今期の実績(前年同期比）】

8.3

15.0

0.0

10.0

6.3

18.2

83.3

70.0

48.1

70.0

47.9

64.6

8.3

15.0

51.9

20.0

45.8

17.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿南（0.0)

阿波池田（0.0）

吉野川(△51.9)

小松島（△10.0）

鳴門（△39.6）

徳島(1.0）

増加 変わらない 減少
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③売上数量の動向 

 

 

【前期の実績(前年同期比）】

2.8

0.0

17.4

17.2

6.1

25.3

27.8

55.0

26.1

51.7

34.7

26.4

69.4

45.0

56.5

31.0

59.2

48.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿南(△66.7）

阿波池田（△45.0）

吉野川（△39.1）

小松島（△13.8)

鳴門（△53.1）

徳島（△23.1）

増加 変わらない 減少

【今期の実績(前年同期比）】

13.9

10.0

3.8

20.0

16.7

34.7

52.8

45.0

34.6

53.3

39.6

33.7

33.3

45.0

61.5

26.7

43.8

31.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿南(△19.4）

阿波池田（△35.0）

吉野川（△57.7）

小松島（△6.7)

鳴門（△27.1）

徳島（3.1）

増加 変わらない 減少
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④受注の動向 

 

【前期の実績(前年同期比）】

5.3

10.0

50.0

25.0

17.6

20.7

36.8

60.0

0.0

41.7

47.1

20.7

57.9

30.0

50.0

33.3

35.3

58.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿南（△52.6）

阿波池田（△20.0）

吉野川(0.0)

小松島（△8.3）

鳴門（△17.6）

徳島（△37.9）

増加 変わらない 減少

【今期の実績(前年同期比）】

15.8

0.0

0.0

20.0

23.5

38.5

63.2

75.0

77.8

60.0

41.2

15.4

21.1

25.0

22.2

20.0

35.3

46.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿南（△5.3）

阿波池田（△25.0）

吉野川(△22.2)

小松島（0.0）

鳴門（△11.8）

徳島（△7.7）

増加 変わらない 減少

【来期の実績予想(今期比）】

26.3

12.5

0.0

10.0

10.5

34.6

68.4

75.0

33.3

60.0

57.9

34.6

5.3

12.5

66.7

30.0

31.6

30.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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徳島（3.8）

増加 変わらない 減少
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⑤収益の動向 

 

 

【前期の実績(前年同期比）】

2.8

0.0

13.0

17.2

6.1

25.3

52.8

60.0

39.1

55.2

36.7

23.1

44.4

40.0

47.8

27.6

57.1

51.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿南(△41.7）

阿波池田（△40.0）

吉野川（△34.8）

小松島（△10.3）

鳴門（△51.0）

徳島(△26.4）

増加 変わらない 減少

【今期の実績(前年同期比）】

8.3

15.0

0.0

13.3

16.7

27.6

61.1

55.0

48.1

63.3

39.6

41.8

30.6

30.0

51.9

23.3

43.8

30.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿南(△22.2）

阿波池田（△15.0）

吉野川（△51.9）

小松島（△10.0）

鳴門（△27.1）

徳島(△3.1）

増加 変わらない 減少

【来期の実績予想(今期比）】

11.1

5.0

7.4

6.7

6.3

16.5

63.9

70.0

33.3

60.0

62.5

54.6

25.0

25.0

59.3

33.3

31.3
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿南(△13.9)

阿波池田（△20.0）

吉野川（△51.9）

小松島(△26.7)

鳴門（△25.0）

徳島（△12.4）

増加 変わらない 減少
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 ⑥雇用の動向 

前  期  の  実  績 

 増加（%） 変わらない（%） 減少（%） DI値 

徳  島 11.0 64.8 24.2 △13.2 

鳴  門 0.0 89.8 10.2 △10.2 

小 松 島 6.9 86.2 6.9 0.0 

吉 野 川 8.7 87.0 4.3 4.3 

阿波池田 0.0 90.0 10.0 △10.0 

阿  南 0.0 88.6 11.4 △11.4 

 

 

今  期  の  実  績 

 増加（%） 変わらない（%） 減少（%） DI値 

徳  島 16.3 69.4 14.3 2.0 

鳴  門 0.0 93.8 6.3 △6.3 

小 松 島 13.3 83.3 3.3 10.0 

吉 野 川 7.4 77.8 14.8 △7.4 

阿波池田 10.0 85.0 5.0 5.0 

阿  南 0.0 91.7 8.3 △8.3 

 

 

来  期  の  予  想 

 増加（%） 変わらない（%） 減少（%） DI値 

徳  島 4.1 89.8 6.1 △2.0 

鳴  門 0.0 97.9 2.1 △2.1 

小 松 島 3.3 93.3 3.3 0.0 

吉 野 川 0.0 92.6 7.4 △7.4 

阿波池田 5.0 95.0 0.0 5.0 

阿  南 0.0 97.2 2.8 △2.8 
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⑦設備投資の動向 

（１）実施状況 

（２）実施内容（今期実施企業中：複数回答） 

                 今 期 の 実 績             （％） 

項目 

 

地域 

土  地 建  物 車両・運搬具 

情報通信 

機  器 

(パソコン等) 

事務機器 機  械 
福利厚生 

施  設 
そ の 他 

徳  島 0.0 12.8 20.5 25.6 10.3 28.2 0.0 2.6 

鳴  門 0.0 20.0 20.0 40.0 0.0 20.0 0.0 0.0 

小 松 島 0.0 16.7 16.7 33.3 16.7 0.0 0.0 16.7 

吉 野 川 0.0 0.0 0.0 33.3 16.7 33.3 0.0 16.7 

阿波池田 0.0 0.0 10.0 30.0 10.0 20.0 10.0 20.0 

阿  南 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 

 

                 来 期 の 予 想            （％）  

項目 

 

地域 

土  地 建  物 車両・運搬具 

情報通信 

機  器 

(パソコン等) 

事務機器 機  械 
福利厚生 

施  設 
そ の 他 

徳  島 0.0 12.1 27.3 21.2 9.1 27.3 0.0 3.0 

鳴  門 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 

小 松 島 0.0 12.5 0.0 12.5 0.0 62.5 0.0 12.5 

吉 野 川 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 

阿波池田 0.0 0.0 16.7 16.7 16.7 33.3 0.0 16.7 

阿  南 14.3 0.0 28.6 0.0 42.9 14.3 0.0 0.0 

 

(％) 

29.2 

14.3 

17.2 

30.4 

25.0 

8.3 

28.9 

6.4 

13.3 

11.1 

20.0 

8.3 

21.1 

4.2 

23.3 

3.7 

10.0 

16.7 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

徳島 鳴門 小松島 吉野川 阿波池田 阿南

設備投資実施（予定）企業の割合

前期（１～３月期） 今期（４～６月期） 来期（７～９月期予定）
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⑦設備投資の動向 

（３）実施金額 

                今  期  の  実  績             (%) 

 50万円未満 
50万円以上 

 100万円未満 

100万円以上 

 500万円未満 

500万円以上 

 1000万円未満 
1000万円以上 

徳  島 34.6 11.5 26.9 7.7 19.2 

鳴  門 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 

小 松 島 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0 

吉 野 川 0.0 25.0 75.0 0.0 0.0 

阿波池田 0.0 0.0 50.0 25.0 25.0 

阿  南 0.0 0.0 0.0 25.0 75.0 

 

 

 

 

 

 

⑧経営上の問題点（複数回答）                                （%） 

 

 

需
要
の
停
滞 

仕
入
単
価
の
上
昇 

在
庫
過
剰 

売
上
単
価
低
下 

売
上
数
量
減
少 

人
件
費
増
加 

人
件
費
以
外
経
費
増 

Ｉ
Ｔ
化
へ
の
対
応 

ニ
ー
ズ
変
化
へ
の
対
応 

資
金
調
達
難 

人
材
確
保
難 

同
業
者
間
の
競
争
激
化 

大
型
店
の
参
入 

顧
客
の
域
外
流
出 

流
通
形
態
の
変
化 

代
金
回
収
の
悪
化 

設
備
の
狭
小
・
老
朽
化 

金
利
負
担
増
加 

そ
の
他 

問
題
な
し 

徳  島 19.5 9.4 0.4 5.5 12.5 2.3 3.9 3.1 8.6 1.2 9.8 3.9 0.8 2.7 4.7 0.4 7.0 1.6 2.3 0.4 

鳴  門 26.2 4.9 2.5 12.3 22.1 0.8 2.5 2.5 5.7 0.0 6.6 3.3 0.8 0.8 3.3 0.8 3.3 0.8 0.0 0.8 

小 松 島 21.1 16.9 0.0 7.0 16.9 1.4 0.0 2.8 2.8 1.4 8.5 2.8 1.4 2.8 1.4 0.0 12.7 0.0 0.0 0.0 

吉 野 川 22.7 13.6 1.5 7.6 12.1 3.0 3.0 1.5 4.5 1.5 6.1 6.1 0.0 0.0 3.0 0.0 7.6 0.0 1.5 4.5 

阿波池田 19.2 5.8 0.0 7.7 15.4 3.8 1.9 1.9 7.7 3.8 5.8 5.8 1.9 3.8 3.8 0.0 7.7 1.9 0.0 1.9 

阿  南 26.5 19.4 0.0 4.1 6.1 10.2 6.1 2.0 3.1 0.0 6.1 2.0 1.0 1.0 0.0 0.0 4.1 0.0 7.1 1.0 
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◇総合工事業◇ 

・ウッドショックの影響が出ている。今後、第 3 四半期(9-12 月)にはその影響がピークになると見込

んでいる。 

◇木材・木製品製造業◇ 

・ウッドショックから早く脱してほしい。木材単価の安定が望まれる。 

◇繊維・衣服等卸売業◇ 

・コロナにより消費が低迷している。 

・コロナであらゆるイベントが中止になり、消費者の外出控えが続き商品が売れない悪循環が続いてい

る。 

◇建築材料、鉱物・金属材料卸売業◇ 

・木材の高騰により住宅着工が減少している。 

◇機械器具卸売業◇ 

・新型コロナウイルス対策の強化を望む。 

◇織物・衣服・身の回り品小売業◇ 

・昨年は家で遊ぶ物がネットで売れて売上が伸びたが、今は落ち着いてきている。 

・人が動かないと服が売れない。 

◇飲食料品小売業◇ 

・若年層の顧客が増え、客単価が下がりクレジット決済が増えた。資金繰りに影響を及ぼしている。 

・飲食店への酒類販売が大幅に減少した。 

◇機械器具小売業◇ 

・エアコンの販売が好調である。 

◇その他小売業◇ 

・写真の需要が減り、大変な状況である。 

◇宿泊業◇ 

・コロナによって、全く需要がなくなってしまったように感じている。 

◇飲食店◇ 

・飲食店の時短営業の影響で売上が減り、補助金等はあるものの経営は非常に厳しい。 

◇運輸業◇ 

・緊急事態宣言解除後も飲食店・ホテル旅館等の売上は急には回復しない。ワクチンの早期接種が望ま

れる。 

◇情報関連サービス業◇ 

・パソコンのセキュリティ対策についての問合せが多い。各種資格取得のための講座を受講する方が多

くなっている。 

・コロナ禍によって対面営業が困難となった。 

設問 自由回答 

（貴社が属する業況の問題点、売れ筋商品、消費者動向の傾向など何でも結構です。） 
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◇回答◇ 【産業別】 　　　　　　　　　回答社数：260社
建　設　業 製　造　業 卸　売　業 小　売　業 サービス業 合計（社）

1. 知っている 1 20 27 17 19 33 116

2 7 25 17 42 24 115

3. 無記入 3 3 5 4 11 6 29

2. 知らない

設問-１

自然災害、火災、感染症などの緊急事態が発生した場合に、企業が損害を最小限にとどめ、事業継続や早期復旧を図るた

めの方法・手段を取り決めておく計画（事業継続計画（BCP））をご存じですか。

1. 知っている 2. 知らない

0 20 40 60 142 100 120

1. 知っている

2. 知らない

3. 無記入

事業継続計画（BCP）について(全260社)

回答数

0(社)

10(社)

20(社)

30(社)

40(社)

50(社)

建 設 業 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 サービス業

業種別：事業継続計画（BCP）について

1. 知っている 2. 知らない 3. 無記入
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◇回答◇ 【産業別】 　　　　　　　　　回答社数：260社
建　設　業 製　造　業 卸　売　業 小　売　業サービス業合計（社）

1. すでに策定済みである 1 5 4 5 5 5 24

2 11 9 5 5 12 42

3. 策定していない 3 12 37 24 51 38 162

4. 無記入 4 2 7 4 11 8 32

2. 策定中・見直し中である

設問-２
貴社の事業継続計画（BCP）の策定状況について、当てはまるものを選択肢からお選びください。

1. すでに策定済みである 2. 策定中・見直し中である 3. 策定していない

0 20 40 60 142 100 120 140 160 180

1. すでに策定済みである

2. 策定中・見直し中である

3. 策定していない

4. 無記入

事業継続計画（BCP）の策定状況について(全260社)

回答数

0(社)

10(社)

20(社)

30(社)

40(社)

50(社)

60(社)

建 設 業 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 サービス業

業種別：事業継続計画（BCP）の策定状況について

1. すでに策定済みである 2. 策定中・見直し中である 3. 策定していない 4. 無記入
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◇回答◇ 【産業別】
建　設　業 製　造　業 卸　売　業 小　売　業サービス業 合計（社）

1 6 11 7 15 14 53

2 4 20 11 31 15 81

3. 法令で特に義務付けられていないため 3 1 4 4 4 5 18

4. 損害保険(火災、地震等)に加入しているため 4 3 9 6 5 9 32

5 1 1 0 2 2 6

6 0 0 0 0 0 0

2. 家族経営など企業規模が小さく、柔軟に対応できるため

5. その他
6. 無記入

1. 策定したいが、必要なノウハウ・スキル、人的余裕がないため

　　　　　　回答件数（※延べ件数）：190件

※設問2において回答3を選択した企業のみを対象とした。
※複数回答可としているため、延べ件数となっている。

設問-３

設問２において、3. 策定していない と回答した方にお伺いします。その理由について当てはまるものを選択肢からお選びください。

1. 策定したいが、必要なノウハウ・スキル、人的余裕がないため 2. 家族経営など企業規模が小さく、柔軟に対応できるため

3. 法令で特に義務付けられていないため 4. 損害保険(火災、地震等)に加入しているため 5. その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

1. 策定したいが、必要なノウハウ・スキル、人的余裕がないため

2. 家族経営など企業規模が小さく、柔軟に対応できるため

3. 法令で特に義務付けられていないため

4. 損害保険(火災、地震等)に加入しているため

5. その他

6. 無記入

事業継続計画（BCP）を策定していない理由について(全190件)

回答数(複数回答可)

0

5

10

15

20

25

30

50

建 設 業 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 サービス業

業種別：事業継続計画（BCP）を策定していない理由について

1. 策定したいが、必要なノウハウ・スキル、人的余裕がないため

2. 家族経営など企業規模が小さく、柔軟に対応できるため

3. 法令で特に義務付けられていないため

4. 損害保険(火災、地震等)に加入しているため

5. その他

6. 無記入
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◇回答◇ 【産業別】 　　　　　　　　回答社数：162社
建　設　業 製　造　業 卸　売　業 小　売　業サービス業合計（社）

1. 策定するつもりである 1 0 1 0 0 3 4

2 7 18 13 28 21 87

3. 策定するつもりはない 3 5 17 11 22 13 68

4. 無記入 4 0 1 0 1 1 3

2. 何らかの支援があれば策定するつもりである

※設問2において回答3を選択した企業のみを対象とした。

設問-４

設問２において、3. 策定していない と回答した方にお伺いします。貴社の事業継続計画（BCP）に対する今後の対応につ

いて当てはまるものを選択肢からお選びください。

1. 策定するつもりである 2. 何らかの支援があれば策定するつもりである 3. 策定するつもりはない

0 20 40 60 80 100

1. 策定するつもりである

2. 何らかの支援があれば策定するつもりである

3. 策定するつもりはない

4. 無記入

事業継続計画（BCP）に対する今後の対応について(全162社)

回答数

0(社)

5(社)

10(社)

15(社)

20(社)

25(社)

30(社)

建 設 業 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 サービス業

業種別：事業継続計画（BCP）に対する今後の対応について

1. 策定するつもりである 2. 何らかの支援があれば策定するつもりである 3. 策定するつもりはない 4. 無記入
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